
生産施設
2,000㎡

生産施設
1,000㎡

緑地①1,000㎡

環境
施設

(太陽光)

500㎡

工場立地法に係る環境施設（緑地）割合変更の効果（敷地の有効活用）

＊敷地面積10,000㎡・建蔽率50％の場合

敷地周辺の緑地①1,000㎡に加えて、
敷地内で緑地②1,000㎡の確保が必要
▶拡張できる土地が不足

生産施設
2,000㎡

生産施設
1,000㎡

緑地①1,000㎡

敷地内で緑地②1,000㎡が不要となり、
敷地活用の可能性が生まれる
▶敷地周辺に必要な緑地①を維持しつつ、
生産施設の拡張が可能となる

生産施設
（新）
1,000㎡

＊必要面積割合
環境施設２５％（うち緑地２０％）
うち敷地周辺に１５％

＊必要面積割合
環境施設１５％（うち緑地１０％）
うち敷地周辺に１５％

現行 改正案

緑地②
1,000㎡

環境施設
(運動場)

500㎡

環境施設
(運動場)

500㎡

環境
施設

(太陽光)

500㎡


